
新
教
育
課
程
が
及
ぼ
す
影
響
と
大
学
の
課
題

□
　
は
じ
め
に

加
速
す
る
学
力
低
下
問
題

齢

　
新
教
育
課
程
は
「
ゆ
と
り
の
教
育
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で

に
こ
の
考
え
方
は
一
九
八
二
年
か
ら
十
二
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
教
育
課
程
の
中
で
始
ま
っ
て
い
た
。
当
時
そ
れ
ま
で
の
暗
記
・
詰

め
込
み
教
育
に
よ
る
受
験
競
争
の
激
化
を
緩
和
す
べ
く
、
「
ゆ
と
り
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
始
め
た
の
だ
。
こ
の
間
、
受
験
人
口
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
一
九
九
二
年
度
入
試
で
は
、
三
人
に
一
人
が
大
学

に
入
学
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

滝
紀
子

学
校
法
人
河
合
塾
大
学
事
業
本
部
評
価
研
究
部
部
長

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
十
八
歳
人
口
が
減
少
し
、
各
大
学
は

志
願
者
の
増
加
を
求
め
、
入
試
の
多
様
化
が
進
行
し
た
。
そ
の
結
果
、

入
試
科
目
の
削
減
や
ア
ラ
カ
ル
ト
入
試
が
行
わ
れ
、
生
徒
は
少
な
く

な
っ
た
受
験
科
目
に
特
化
し
た
入
試
対
応
型
の
学
習
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
大
学
生
の
基
礎
学
力
の
低
下
や
未
履
修
科
目
の
増
加
と
い
う

現
象
が
起
こ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
十
八
歳
人
口
の
減
少
で
、
中
・
下

位
レ
ベ
ル
の
私
立
大
学
に
は
入
れ
る
と
い
う
入
試
の
緩
和
感
に
よ
る

学
習
意
欲
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
新
課
程
で
は
、
一
九
九
八
年
七
月
の
教
育
課
程
審

議
会
答
申
を
受
け
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の
下
で
、
　
「
ゆ
と
り
」
の

大学と教育　No．3503－5
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中
で
「
特
色
あ
る
教
育
」
を
展
開
し
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
を
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
生
徒
に
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
「
生
き
る
力
」
を
育
成
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
改
訂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
訂
は
、
初

等
中
等
教
育
に
お
い
て
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
方
針
が
強
く
組
み
込
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
は
各
教
科
・
科

目
に
お
い
て
約
三
割
の
学
習
内
容
が
削
減
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

し
わ
寄
せ
が
高
等
学
校
の
各
教
科
・
科
目
へ
先
送
り
さ
れ
る
と
い

う
、
高
校
で
の
指
導
に
大
き
な
課
題
を
残
す
形
で
移
行
さ
れ
た
。

の
高
等
教
育
』
四
二
一
号
、

け
て
」
　
『
I
D
E
現
代
の
高
等
教
育
』

問
題
の
作
成
請
負
の
試
み
」

後
の
大
学
進
学
指
導
」
　
『
大
学
時
報
』

大
学
評
価
の
指
標
づ
く
り
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

本
当
に
役
立
つ
指
標
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
情
報
公
開
が
も
っ
と
す
す
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

た
き
の
り
こ
●
一
九
五
九
年
、
愛
知
県
生
ま

れ
●
主
な
論
文
に
「
入
試
選
抜
多
様
化
の
現

状
と
問
題
点
」
　
『
I
D
E
現
代
の
高
等
教

育
』
四
一
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
　
コ
一
〇
〇

　
〇
年
の
入
学
状
況
の
総
括
」
　
『
I
D
E
現
代

二
〇
〇
〇
年
。
　
「
補
習
教
育
の
外
部
委
託
を
受

　
　
　
四
二
九
号
、
二
〇
〇
一
年
。
　
「
試
験

『
大
学
時
報
』
二
七
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
「
今

　
　
　
二
八
一
号
、
二
〇
〇
一
年
●
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欲
し
い
情
報
を

　
　
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
に

□
　
学
習
時
間
数
の
大
幅
な
削
減

　
そ
こ
で
、
次
に
新
学
習
指
導
要
領
の
概
況
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

い
。
　
ま
ず
、
主
要
教
科
で
の
授
業
時
間
を
旧
課
程
と
新
課
程
で
比
較
す

る
と
（
表
1
参
照
）
、
小
学
校
で
の
主
要
四
教
科
は
六
年
間
で
三
千
四

百
五
十
二
時
間
（
一
授
業
時
問
は
四
十
五
分
）
か
ら
二
千
九
百
四
十

一
時
間
と
八
五
・
二
％
に
、
高
校
で
の
主
要
五
教
科
は
三
年
間
で
千

九
百
九
十
五
時
間
（
一
授
業
時
間
は
五
十
分
）
か
ら
千
五
百
六
十
五

時
間
と
七
八
・
四
％
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
中
学
校
で
は
、

旧
課
程
よ
り
も
授
業
時
間
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
が
国
語

で
、
各
学
年
で
週
一
時
間
ず
つ
削
減
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
新
し
い
授
業
時
間
数
の
八
割
程
度
の
時
間
数
で
、

標
準
的
に
指
導
で
き
る
内
容
に
削
減
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
小
学
校
の
内
容
が
中
学
校
へ
、
中
学
校
の
内
容
が
高
校
へ

一
部
移
行
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
学
習
内
容
が
三
割
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
高
等
学
校
の
方
も
、
授
業
時
間
数
は
削
減
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
①
卒
業
単
位
数
が
八
十
単
位
か
ら
七
十
四
単
位
に
、

②
必
須
教
科
・
科
目
の
単
位
数
が
最
低
三
十
八
単
位
か
ら
三
十
一
単
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位
に
、
③
週
当
た
り
の
標
準
授
業
時
間
数
が
三
十
二
単
位
時
間
か
ら

三
十
単
位
時
間
に
、
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
授
業
時
間
数
が
削

減
さ
れ
て
い
る
な
か
、
目
玉
で
あ
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
（
三

年
間
で
三
～
六
単
位
を
標
準
）
の
創
設
と
教
科
「
情
報
」
（
二
単
位
）

が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
高
校
で
も
主
要
教
科
の
授
業
時
間
数
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
校
で
の
履
修
内
容
は
削
減
以
上
に

中
学
校
か
ら
移
行
さ
れ
増
え
て
い
る
た
め
、
高
校
で
学
ぶ
内
容
が
と

て
も
過
密
な
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
高
二
・
三
年
の
各
教
科
・
科
目

に
し
わ
寄
せ
が
行
き
、
内
容
が
集
約
さ
れ
た
格
好
に
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
後
ほ
ど
教
科
別
に
ふ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
、
高
二
・
三

年
で
消
化
不
良
を
起
こ
し
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
高
校
生
が
多

く
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

□
　
高
校
間
格
差
の
拡
大

　
ま
た
、
学
校
間
格
差
も
一
層
広
が
る
と
思
わ
れ
る
。
新
課
程
で
は
、

各
高
等
学
校
で
の
個
性
化
を
図
る
と
し
て
、
学
校
裁
量
権
を
拡
大
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
自
由
化
も
促
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
課
程

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
各
高
校
の
設
置
状
況
を
み
て
み
た
い
。

　
河
合
塾
で
昨
年
の
六
月
に
公
立
高
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
（
全
国
百
四
十
二
校
回
答
）
、
年
間
の
総
授
業
単
位
数
で
は
、

国
公
立
大
学
に
百
名
以
上
合
格
を
出
し
て
い
る
よ
う
な
進
学
校
の
グ

ル
ー
プ
で
は
、
三
十
単
位
の
と
こ
ろ
が
二
〇
・
四
％
、
三
十
一
単
位

が
一
四
・
八
％
、
三
十
二
単
位
が
二
五
・
九
％
、
三
十
三
単
位
が
一

八
・
五
％
、
三
十
四
単
位
以
上
が
二
〇
・
四
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

進
学
校
で
は
、
旧
課
程
よ
り
も
多
い
三
十
三
単
位
～
三
十
四
単
位
で

実
施
す
る
場
合
が
四
割
弱
に
も
達
し
、
今
回
の
新
課
程
の
学
習
内
容

削
減
に
対
し
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ

る
。　
一
方
、
国
公
立
大
学
に
ほ
と
ん
ど
合
格
者
を
出
し
て
い
な
い
よ
う

な
高
校
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
三
十
単
位
が
七
〇
・
五
％
、
三
十
一
単

位
が
一
八
・
二
％
と
い
う
結
果
で
、
ほ
と
ん
ど
の
高
校
が
標
準
時
間

数
の
三
十
単
位
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
進
学
校
で
は
よ
り
勉
強
さ
せ
、
進
学
校
で
は
な
い
高
校
は
ま
す

ま
す
ゆ
と
り
教
育
の
中
で
勉
強
を
あ
ま
り
さ
せ
な
い
と
い
う
二
極
化

が
は
っ
き
り
現
れ
て
き
て
い
る
。

□
　
完
全
学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
完
全
学
校
週
五
日
制
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
対
応
も
公
・
私
立
別
、
地
域
別
、
高
校
の
レ
ベ
ル
別
に
み
て
み

る
と
様
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
ど
も
で
は
昨
年
の
春
に
、
全
国
の
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高
等
学
校
に
「
土
曜
日
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
回
答
数
は
、
公
立
高
校
が
八
百
三
十
三
校
、
私
立
高
校
が

四
百
八
十
二
校
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
私
立
高
校
の
週
五
日
制
導
入
状
況
を
見
て
い
く
と
、
完
全

週
五
日
制
は
、
四
百
八
十
二
校
の
う
ち
百
七
十
二
校
（
三
五
・
七
％
）
、

隔
週
五
日
制
は
百
十
校
（
ニ
ニ
・
八
％
）
、
週
六
日
授
業
実
施
は
百
二

校
（
二
一
・
二
％
）
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
区
別
に

見
て
い
く
と
、
完
全
週
五
日
制
は
、
北
海
道
で
六
〇
％
、
東
北
で
七

二
・
七
％
、
関
東
・
甲
信
越
で
四
三
・
七
％
、
東
京
で
二
六
・
○
％
、

東
海
・
北
陸
で
四
二
・
九
％
、
近
畿
で
二
六
・
九
％
、
中
国
・
四
国

で
二
八
・
八
％
、
九
州
・
沖
縄
で
三
四
％
と
、
地
区
に
よ
っ
て
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
東
京
・
近
畿
な
ど
の
都
市
圏
で
は
、
授

業
を
行
っ
て
い
る
比
率
が
高
い
の
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
高
校
の
レ
ベ
ル
別
に
見
て
い
く
と
、
ー
グ
ル
ー
プ
（
国

公
立
大
学
に
約
二
百
各
以
上
合
格
）
で
完
全
週
五
日
制
が
七
・
五
％

に
対
し
週
六
日
授
業
は
六
〇
％
、
ー
グ
ル
ー
プ
（
国
公
立
大
学
に
約

百
名
以
上
合
格
）
で
二
三
・
五
％
に
対
し
三
五
・
三
％
と
、
進
学
校

で
は
土
曜
日
で
も
授
業
を
行
っ
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
V
グ
ル
ー
プ
（
国
公
立
大
学
に
約
十
名
未
満
合
格
）
で
は
完

全
週
五
日
制
が
四
八
・
九
％
に
対
し
週
六
日
授
業
は
七
・
五
％
と
、

半
数
近
く
が
完
全
休
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
私
立
高
校

で
も
、
高
校
の
レ
ベ
ル
別
・
地
域
に
よ
っ
て
、
か
な
り
週
五
日
制
の

対
応
が
様
々
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
次
に
、
公
立
高
校
の
対
応
を
み
て
い
き
た
い
。
公
立
高
校
は
基
本

的
に
は
完
全
週
五
日
制
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
曜
日
の
形
態
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
完
全
休
み
な
の
が
八
百
三
十

八
校
の
う
ち
二
百
九
十
六
校
（
三
五
・
三
％
）
と
三
分
の
一
し
か
な

い
。
家
庭
で
行
う
宿
題
を
課
し
て
い
る
高
校
が
百
二
十
八
校
（
一
五

・
三
％
）
、
さ
ら
に
は
土
曜
日
に
登
校
さ
せ
て
補
習
な
ど
を
行
う
と
答

え
た
高
校
は
四
百
十
四
校
（
四
九
・
四
％
）
も
あ
っ
た
。

　
公
立
高
校
も
地
区
別
に
み
て
み
る
と
、
完
全
休
み
な
の
は
、
北
海

道
で
三
一
・
○
％
、
東
北
で
二
三
・
二
％
、
関
東
・
甲
信
越
で
四
八

・
一
％
、
東
京
で
六
〇
・
七
％
、
東
海
・
北
陸
で
三
五
・
四
％
、
近

畿
で
五
〇
・
六
％
、
中
国
・
四
国
で
三
四
・
二
％
、
九
州
・
沖
縄
で

一
〇
・
九
％
と
や
は
り
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
私

立
高
校
と
違
い
、
東
京
や
近
畿
で
完
全
休
み
の
割
合
が
高
い
の
に
対

し
、
九
州
で
は
八
割
強
の
高
校
が
補
習
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
、
指
導
方
針
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
高
校
の
レ
ベ
ル
別

に
み
て
み
る
と
、
完
全
休
み
は
、
ー
グ
ル
ー
プ
で
二
五
・
六
％
、
H

グ
ル
ー
プ
で
一
七
・
一
％
と
少
な
く
、
進
学
校
で
は
七
割
近
く
が
模

試
、
教
室
開
放
、
補
習
な
ど
を
行
っ
て
登
校
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、

W
グ
ル
ー
プ
（
国
公
立
大
学
に
三
十
名
未
満
十
名
以
上
合
格
）
で
三
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七
・
○
％
、
V
グ
ル
ー
プ
で
五
四
・
四
％
と
、
進
学
校
で
な
い
グ
ル

ー
プ
で
完
全
休
み
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
勉
強
が
で
き
な
い

生
徒
が
ま
す
ま
す
勉
強
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
週
五
日
制
の
問
題
を
み
て
も
、
公
・
私
立
別
、

地
域
別
、
高
校
の
レ
ベ
ル
別
な
ど
で
対
応
は
様
々
で
、
学
校
間
格
差

が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

□
　
教
科
ご
と
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

　
次
に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
教

科
ご
と
の
改
訂
の
特
徴
を
簡
単
に
見
て
い
き
た
い
。

　
英
語
は
、
　
「
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
獲
得
が
重

視
さ
れ
て
い
る
反
面
、
学
習
語
彙
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
中
学
校
で
は
、
三
年
間
で
学
ぶ
語
彙
数
が
千
語
↓

九
百
語
程
度
に
な
り
、
そ
の
う
ち
必
修
単
語
は
五
百
七
語
↓
百
語
に

減
少
し
て
い
て
、
明
ら
か
に
語
彙
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。
高
校

で
も
、
英
語
1
の
単
位
数
が
四
単
位
↓
三
単
位
、
語
彙
数
は
五
百
語

↓
四
百
語
と
減
少
し
て
い
て
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
扱
う
語

彙
は
、
　
「
英
語
1
」
の
範
囲
と
な
っ
た
。
単
位
数
の
減
少
に
伴
い
、

英
文
量
も
二
～
三
割
減
少
し
て
お
り
、
読
解
中
心
の
入
試
の
現
状
か

ら
考
え
る
と
、
語
彙
の
削
減
ば
か
り
で
な
く
、
読
解
量
の
不
足
も
懸

念
さ
れ
る
。

　
数
学
は
、
学
習
内
容
の
削
減
と
先
送
り
が
最
も
顕
著
な
教
科
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
課
程
の
時
に
導
入
さ
れ
、
問
題
と
な
っ
た
「
コ
ァ
」

と
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
継
続
さ
れ
、
内
容
が

分
断
的
に
な
っ
た
ま
ま
で
、
系
統
立
て
た
学
習
を
困
難
に
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
中
学
校
で
、
「
桁
数
の
多
い
四
則
計
算
」
や
「
方

程
式
の
計
算
」
が
削
除
さ
れ
、
計
算
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
高

校
移
行
項
目
例
と
し
て
は
、
　
コ
次
不
等
式
」
や
コ
一
次
方
程
式
の

解
の
公
式
」
が
あ
り
、
中
学
校
で
不
等
式
を
解
く
こ
と
を
経
験
し
て

い
な
い
と
か
、
二
次
方
程
式
の
問
題
で
は
解
の
公
式
が
使
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
従
来
中
学
二
・
三
年
で
学
習
し
て
い
た
「
資
料

の
整
理
」
　
「
標
本
調
査
」
が
削
除
さ
れ
、
高
校
の
「
数
学
基
礎
」
と

「
数
学
B
」
　
「
数
学
C
」
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
学
で
統
計
を

全
く
や
ら
な
く
な
り
、
高
校
で
も
統
計
分
野
が
選
択
さ
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
学
校
か
ら
先
送
り
さ
れ
る
内
容
が

非
常
に
多
く
、
主
に
高
校
一
年
で
扱
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
し

わ
寄
せ
が
高
校
二
・
三
年
に
集
約
さ
れ
て
い
て
、
負
担
が
重
く
な
っ

た
と
い
え
る
。

　
次
に
国
語
で
あ
る
が
、
中
学
校
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
学
年

と
も
週
一
時
間
ず
つ
授
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
通
史
と
し
て
の
文

学
史
は
削
除
さ
れ
、
用
言
、
体
言
と
い
っ
た
文
法
用
語
も
姿
を
消
し
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て
い
る
。
ま
た
、
教
材
数
が
減
少
し
て
い
て
、
読
解
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
校
で
も
標
準
単
位
数
が
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
、
旧
課
程
で
は
上
限
で
二
十
四
単
位
で
あ
る
が
、
新
課
程
で
は

十
八
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
文
章
を
読
む
量
が
減
少
し
て
、
読
解
力

が
弱
ま
る
の
は
明
白
で
、
国
語
は
す
べ
て
の
教
科
の
べ
ー
ス
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
他
の
教
科
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か

と
、
非
常
に
危
惧
さ
れ
る
。

　
新
課
程
で
は
理
科
も
大
き
く
改
訂
さ
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
移
行
項
目
が
多
い
。
例
を
あ
げ

て
み
る
と
、
物
理
で
は
、
力
学
の
基
本
で
あ
る
「
力
の
合
成
と
分
解
」

「
力
と
ば
ね
の
伸
び
」
で
、
物
理
の
基
本
的
概
念
や
法
則
を
理
解
さ

せ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
化
学
で
は
、
　
「
電
解
質
と
イ
オ
ン
」
　
「
中

和
の
計
算
」
　
「
化
学
電
池
」
な
ど
で
、
化
学
分
野
の
計
算
力
及
び
自

然
科
学
へ
の
興
味
へ
の
低
下
、
生
物
で
は
、
　
「
生
物
の
多
様
性
、
進

化
」
と
い
う
概
念
で
、
生
物
の
本
質
を
学
ば
ず
高
校
へ
進
む
と
い
う

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
高
校
で
は
、
理
科
の
各
科
目
は
ー
と
H
に
分
け
ら
れ
、
そ

れ
に
先
立
つ
科
目
と
し
て
、
　
「
理
科
基
礎
（
物
理
・
化
学
・
生
物
・

地
学
の
四
教
科
合
体
型
）
」
　
「
理
科
総
合
A
（
物
理
・
化
学
の
二
教

科
合
体
型
）
」
　
「
理
科
総
合
B
（
生
物
・
地
学
の
二
教
科
合
体
型
）
」

が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
少
な
く
と
も
一
科
目
を
必
履
修
と
し
て
選
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
今
回
の
改
訂
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
な
お
、
1
と
H
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
数
学

同
様
、
分
断
的
取
り
扱
い
の
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
体
系
立
て
た
学

習
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
従
来
か
ら
、
理
科
離
れ
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
生
徒
に
は
理
解
し
づ
ら
く
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
が

か
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

□
　
ま
す
ま
す
進
む
学
力
低
下

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
改
訂
は
、
学
力
低
下
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
部
科
学
省
は
、
昨
年
十
二
月
に
、
小

学
生
と
中
学
生
の
全
国
学
力
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。
今
回
の
調

査
結
果
は
、
一
九
九
三
年
～
九
五
年
度
に
行
わ
れ
た
教
育
課
程
実
施

状
況
調
査
の
結
果
と
比
較
さ
れ
た
た
め
、
同
じ
指
導
要
領
の
下
で
の

比
較
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
指
導
要
領
に
よ
る
学
力
の
変
化
を
調
べ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
力
低
下
論
争
の
中
心
的
テ
ー

マ
だ
っ
た
算
数
・
数
学
に
関
し
て
は
、
小
学
校
五
年
か
ら
中
学
三
年

ま
で
、
す
べ
て
の
学
年
で
正
答
率
が
下
が
っ
て
お
り
、
学
力
低
下
を

裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、
高
校
生
の
全
国
学
力
調
査
の
結

果
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
弊
塾
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
前
回
の
改
訂
に
よ
る
学
力
低
下
を
検
証
し
て
み
た
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　〈表　2＞

　　　同一テスト問題に見る95年度vs99年度生徒の学力（教科別）

○正答率の差

教科名 設問数 上位差 中上位差 中位差 下位差

英語 106 ▲0．6％ ▲1．3％ ▲1．2％ ▲1．1％

数学（理） 38 ▲3．0％ ▲9．0％ ▲15．3％ ▲15．6％

数学（文） 26 O．5％ ▲8．7％ ▲19．0％ ▲16．7％

現代文 36 ▲0．3％ 0．2％ 0．7％ 1．3％

古文 38 ▲2．7％ ▲1．1％ ▲0．6％ ▲O．1％

物理（理） 47 ▲3．4％ ▲7．3％ ▲4．5％ ▲1．1％

化学（理） 20 ▲0．3％ ▲0．5％ ▲O．0％ ▲1．2％

世界史 45 ▲1．6％ ▲2．5％ ▲1．1％ ▲0．6％

日本史 63 ▲5．3％ ▲6．1％ ▲4．4％ ▲2．6％

（▲はマイナス）

○各年度の正答率

教科名 設問数
上位 中上位 中位 下位

95年度 99年度 95年度 99年度 95年度 99年度 95年度 99年度

英語 106 74．5％ 73．8％ 61．1％ 59．8％ 47．7％ 46．5％ 35．4％ 34．3％

数学（理） 38 84．5％ 81．5％ 71．0％ 62．0％ 57．0％ 41．7％ 37．2％ 21．5％

数学（文） 26 85．6％ 86．1％ 74．8％ 66．1％ 61．3％ 42．3％ 37．8％ 21．1％

現代文 36 66．9％ 66．7％ 58．2％ 58．3％ 49．1％ 49．8％ 39．9％ 41．2％

古文 38 57．3％ 54．6％ 46．3％ 45．2％ 37．6％ 37．1％ 30．7％ 30．6％

物理（理） 47 64．7％ 61．3％ 50．8％ 43．5％ 37．5％ 33．0％ 26．5％ 25．4％

化学（理） 20 84．5％ 84．2％ 69．3％ 68．8％ 52．3％ 52．3％ 37．6％ 36．4％

世界史 45 75．9％ 74．3％ 61．0％ 58．8％ 45．2％ 44．0％ 33．4％ 32．9％

日本史 63 69．3％ 64．0％ 53．7％ 47．7％ 39．8％ 35．4％ 30．6％ 27．9％

上表は、同一塾内テスト問題を解いている95年度と99年度の河合塾生の正答率を、

それぞれの年度の第1回全統マーク模試の偏差値帯別に再集計したものです。

値
値
値
値

差
差
差
差

偏
偏
偏
偏

試
試
試
試

模
模
模
模

ク
ク
ク
ク

一
　
一
　
一
　
一

マ
マ
マ
マ

統
統
統
統

全
全
全
全

位
位
位
位

　
上
上
中
中
下

65．0以上
55．0～64．9

45．O～54．9

44．9以下
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弊
塾
で
は
、
四
月
に
高
校
卒
業
後
入
塾
し
て
き
た
生
徒
た
ち
に
、

毎
年
学
力
ク
リ
ニ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
学
力

変
化
を
見
る
た
め
に
共
通
の
問
題
を
出
題
し
て
い
る
。
そ
の
共
通
の

問
題
だ
け
を
抽
出
し
て
、
旧
課
程
最
後
の
学
年
で
あ
っ
た
九
五
年
度

河
合
塾
生
（
九
四
年
度
高
校
卒
業
）
と
九
九
年
度
河
合
塾
生
（
九
八

年
度
高
校
卒
業
）
の
正
答
率
を
比
較
し
て
み
た
。
な
お
、
全
国
の
中

で
同
程
度
の
位
置
付
け
の
学
力
同
士
で
学
力
比
較
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
比
較
的
安
定
し
た
人
数
が
受
験
す
る
全
国
規
模
の
模

擬
試
験
で
あ
る
、
第
一
回
全
統
マ
ー
ク
模
試
（
五
月
実
施
、
受
験
生

二
十
三
万
人
～
二
十
四
万
人
）
の
偏
差
値
別
に
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

正
答
率
を
再
集
計
し
て
み
た
。

　
四
グ
ル
ー
プ
と
は
、
上
位
グ
ル
ー
プ
は
全
統
マ
ー
ク
模
試
偏
差
値

六
五
・
○
以
上
、
中
上
位
グ
ル
ー
プ
は
五
五
・
○
～
六
四
・
九
、
中

位
グ
ル
ー
プ
は
四
五
・
○
～
五
四
・
九
、
下
位
グ
ル
ー
プ
は
四
四
・

九
以
下
で
あ
る
。

　
正
答
率
の
差
が
大
き
か
っ
た
教
科
・
科
目
を
み
て
い
く
と
（
表
2

参
照
）
、
ま
ず
数
学
で
あ
る
。
理
系
型
で
は
、
上
位
グ
ル
ー
プ
で
、
九

五
年
度
の
正
答
率
が
八
四
・
五
％
に
対
し
、
九
九
年
度
は
八
一
・
五

％
で
そ
の
差
は
三
・
○
％
、
中
上
位
グ
ル
ー
プ
で
、
九
五
年
度
は
七

一
・
○
％
に
対
し
、
九
九
年
度
は
六
二
・
○
％
で
そ
の
差
は
九
・
○

％
、
中
位
グ
ル
ー
プ
で
、
九
五
年
度
五
七
・
○
％
に
対
し
、
九
九
年

度
は
四
一
・
七
％
で
そ
の
差
は
一
五
・
三
％
、
下
位
グ
ル
ー
プ
で
は
、

九
五
年
度
は
三
七
・
二
％
に
対
し
、
九
九
年
度
は
二
一
・
五
％
で
そ

の
差
は
一
五
・
六
％
で
あ
る
。
文
系
型
で
も
、
正
答
率
の
差
は
、
中

上
位
グ
ル
ー
プ
で
八
・
七
％
、
中
位
グ
ル
ー
プ
で
一
九
・
○
％
、
下

位
グ
ル
ー
プ
で
一
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
回

の
改
訂
で
も
大
き
く
変
わ
っ
た
数
学
で
、
正
答
率
が
大
幅
に
落
ち
て

い
る
。
特
に
、
中
位
・
下
位
グ
ル
ー
プ
の
あ
ま
り
勉
強
の
出
来
な
い

生
徒
た
ち
は
、
文
系
・
理
系
と
も
正
答
率
が
大
幅
に
下
が
っ
て
お
り
、

明
ら
か
に
学
力
低
下
を
お
こ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
前
述
し
た
小
学

生
・
中
学
生
の
全
国
学
力
調
査
結
果
で
も
、
算
数
・
数
学
の
場
合
は
、

他
教
科
よ
り
も
で
き
る
子
と
で
き
な
い
子
の
得
点
差
が
大
き
く
、
し

か
も
そ
の
差
が
中
学
生
に
な
る
と
拡
大
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
　
そ
の
他
の
教
科
で
は
、
理
科
離
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
特

に
物
理
で
か
な
り
正
答
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
で
も
、

数
学
と
理
科
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
授
業
時
間
数
も
削

減
さ
れ
て
い
て
、
学
力
低
下
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
回
の
改
定
に
よ
る
国
語
の
正
当
率
の
低
下
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
は
国
語
に
対
し
て
気
に
な
る
兆
侯
が
現
れ

て
い
る
。
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〈表　3＞

不得意科目は何か（2つまで）

）
「
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英語　数学　国語　物理　化学　生物　日本史世界史地理小論文

〈表　4＞

不得意教科になった理由　2001年

鮒
4
5
4
0
3
5
3

0
2
5
2
0
1
5
1
0
5
0

（

團英語■数学□国語

先
生
が
合
わ
な
い

授
業
が
分
か
ら
な
い

教
科
書
が
合
わ
な
い

勉
強
し
な
か
っ
た

興
味
が
わ
か
な
か
っ
た

そ
の
他
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□
　
国
語
が
不
得
意
科
目
ト
ッ
プ
に

つ
け
る
こ
と
す
ら
、

わ
か
る
。

き
わ
め
て
困
難
な
科
目
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

　
弊
塾
で
は
、
毎
年
大
学
入
試
が
終
了
し
、
生
徒
の
進
路
が
確
定
す

る
三
月
末
に
、
河
合
塾
生
（
高
校
三
年
生
＋
高
卒
生
）
全
員
に
、
受

験
生
時
代
を
振
り
返
っ
て
の
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
た
だ
し
提
出
は
任
意
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
不
得
意
科
目
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
る
が
、
最
近
受
験
生
が
不
得
意
と
感
じ
る
科
目

に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
表
3
を
見
る
と
、
九
八
年
度
ま
で
は
、

不
得
意
科
目
の
ト
ッ
プ
は
英
語
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
減
少
し

て
い
る
。
一
方
、
国
語
の
不
得
意
者
は
、
九
八
年
以
降
三
五
・
○
％

↓
三
七
・
一
％
↓
四
〇
・
九
％
と
増
え
続
け
、
九
九
年
か
ら
は
英
語

を
抜
い
て
最
も
不
得
意
者
が
多
い
科
目
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
み
る
と
、
数
学
・
物
理
・
化
学
の
不
得
意
者
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
理
数
系
離
れ
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ

れ
以
上
に
深
刻
化
し
て
い
る
の
が
、
実
は
国
語
離
れ
だ
と
い
え
る
。

　
表
4
は
、
不
得
意
科
目
に
な
っ
た
理
由
を
、
英
語
・
国
語
・
数
学

で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
国
語
で
は
「
興

味
が
わ
か
な
か
っ
た
」
と
回
答
す
る
比
率
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
英
語
で
最
も
多
い
「
勉
強
し
な
か
っ
た
」
、
数
学
の
「
授
業
が

分
か
ら
な
い
」
と
比
べ
る
と
、
国
語
は
、
不
得
意
克
服
の
糸
口
を
見

□
　
拡
大
す
る
推
薦
入
試

　
こ
の
よ
う
に
学
習
歴
が
と
て
も
多
様
化
に
な
り
、
地
域
間
格
差
、

高
校
間
格
差
が
よ
り
顕
著
に
起
こ
り
、
勉
強
が
で
き
な
い
生
徒
達
は
、

ま
す
ま
す
勉
強
し
な
い
環
境
の
な
か
で
、
学
力
低
下
が
す
す
む
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
十
八
歳
人
口
が
減
少
し
続
け
、
二
〇
〇

九
年
度
に
は
、
数
字
上
で
は
入
学
定
員
と
大
学
・
短
大
志
願
者
数
が

等
し
く
に
な
る
全
入
時
代
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
現

在
、
既
に
三
割
近
く
の
私
立
大
学
で
入
学
定
員
割
れ
が
起
こ
っ
て
お

り
、
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
勉
強
し
て
き
た
生
徒
た
ち
が
、
大

学
入
試
を
受
験
す
る
二
〇
〇
六
年
度
入
試
で
は
、
大
学
は
今
よ
り
も

勉
強
が
で
き
な
い
層
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
私
立
大
学
で
は
推
薦
入
試
や
A
O

入
試
を
拡
大
さ
せ
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　
一
方
、
高
校
現
場
で
は
、
推
薦
入
試
や
A
O
入
試
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
一
年
に
高
校

に
実
施
し
た
弊
塾
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
る
と
（
八
百
九
十
五

校
回
答
）
、
私
立
大
学
の
一
般
公
募
制
推
薦
入
試
に
対
す
る
指
導
方
針
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は
、
積
極
的
に
す
す
め
た
高
校
が
四
％
、
や
や
積
極
的
が
九
％
に
対

し
、
消
極
的
が
一
九
％
で
、
消
極
的
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
希
望
者
数
が
増
え
て
い
る
の
は
進
学
校
で
な
い
W
グ
ル
ー
プ
で
、

増
え
た
と
回
答
し
た

高
校
が
二
九
％
も
あ

っ
た
。
な
お
、
進
学

校
の
ー
グ
ル
ー
プ
で

は
、
増
え
た
と
回
答

し
た
高
校
が
二
％

に
対
し
減
っ
た
が
二

四
％
と
減
少
し
て
い

る
。
当
然
、
合
格
者

数
も
W
グ
ル
ー
プ
で

増
え
て
い
て
、
増
え

た
と
回
答
し
た
高
校

が
四
〇
％
に
も
の
ぼ

る
（
表
5
参
照
）
。

　
ま
た
、
指
定
校
制

推
薦
の
指
導
方
針
に

つ
い
て
も
、
積
極
的

に
す
す
め
た
高
校
が

　　　　　　　　　　　　　　　　〈表　5〉

私立大学「一般公募制」推薦の合格者数（2001年度高校アンケート）

　　全体（847）　　難膏、鱗轍1膏il　1…灘6％2％

1グループ（131）・1，…i曇……蒙…i“璽ll“纏6瑞雛し

IIグループ（163）　／l・…ll雛1膏鞠曇P藷18％3％瞭った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□なしor不明
皿グループ（234）　…i総llll…舞、，購・薫膏、…ll9％2％

Wグループ（319）　　　　隆1　　　　難灘羅馨Pllオ学垢鷲i懇・聡il箋1泌1％

100％80％60％40％20％0％

三
％
、
や
や
積
極
的
が
七
％
に
対
し
、
消
極
的
が
一
八
％
と
、
公
募

制
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
一
方
で
、
三
分
の
二
に
あ
た
る
五
百
六
十

六
校
が
、
指
定
校
大
学
数
が
増
え
た
と
回
答
し
て
い
る
。
特
に
、
皿

グ
ル
ー
プ
で
七
〇
・
六
％
、
W
グ
ル
ー
プ
で
八
一
・
○
％
と
進
学
校

で
な
い
高
校
で
増
え
て
い
る
。
本
来
、
指
定
校
制
推
薦
枠
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
進
学
校
に
大
学
は
出
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
急

速
に
そ
の
枠
を
拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
十
八
歳
人
口
が
減
少
し
て
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
の

な
か
、
早
く
合
格
者
及
び
入
学
者
を
確
保
し
た
い
と
い
う
思
惑
で
、

推
薦
入
試
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
大
学
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
実
は
、
高
校
現
場
の
動
き
と
は
ま
っ
た
く
逆
行
し
て
お
り
、

大
学
の
方
針
と
高
校
の
方
針
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
り
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
大
学
に
と
っ
て
推
薦
入
試
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
合

格
が
早
く
決
ま
り
、
勉
強
し
な
い
生
徒
た
ち
を
多
く
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
り
、
学
力
低
下
問
題
が
ま
す
ま
す
大
き
く
影
響
し
て
く
る
と

い
え
る
。

□
　
高
校
現
場
か
ら
不
信
感
を
も
た
れ
て
い
る
A
O
入
試

　
さ
ら
に
、
そ
の
問
題
を
も
っ
と
内
包
し
て
い
る
の
が
A
O
入
試
で

あ
る
。
高
校
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
（
表
6
参
照
）
、
A
O
入
試
の
希
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望
者
数
は
、
増
加
し
た
高
校
が
三
四
％
、
変
化
な
し
が
六
二
％
、
減

少
が
五
％
と
い
う
回
答
で
あ
る
が
、
特
に
W
グ
ル
ー
プ
で
、
増
加
し

た
高
校
が
四
七
％
も
占
め
る
。
ま
た
、
受
験
者
の
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
　
「
学
力
面
で
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
」
が
な
ん

と
二
〇
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
A
O
入
試
は
、
高
校
現
場
で
か
な
り
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

A
O
入
試
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
や
指
導
面
で
困
っ
て
い
る
点
を
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
が
っ
て
き
た
。
①

評
価
が
不
透
明
で
指
導
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
の
求
め
る
生

徒
像
が
判
然
と
し
な
い
の
で
、
対
策
が
た
て
に
く
い
。
②
学
校
か
ら

の
提
出
書
類
が
多
く
、
個
別
対
応
に
な
る
の
で
教
員
の
負
担
が
大
き

い
。
③
早
い
時
期
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
実
施
さ
れ
る
の
で
指
導

が
大
変
で
、
高
校
教
育
へ
の
支
障
を
き
た
す
。
ま
た
、
高
校
で
学
力

を
つ
け
る
時
期
に
A
O
入
試
が
行
わ
れ
る
の
で
、
生
徒
が
早
い
時
期

か
ら
落
ち
着
き
を
な
く
し
た
り
、
安
易
な
方
向
に
流
れ
る
可
能
性
を

否
定
で
き
ず
、
本
来
高
校
で
身
に
つ
け
る
学
力
そ
の
も
の
が
修
得
で

き
な
い
。
④
合
格
か
ら
卒
業
ま
で
の
高
校
生
活
の
指
導
が
難
し
い
。

　
A
O
入
試
は
、
推
薦
入
試
よ
り
も
早
い
時
期
に
合
格
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
な
か
に
は
夏
の
時
点
で
合
格
さ
せ
る
大
学
も
で
て

き
て
い
る
。
合
格
が
決
ま
っ
た
生
徒
に
、
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
持
た
せ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
よ
う
で
、
二
学
期
以
降
の
生
徒

の
指
導
に
高
校
現
場
で
は
か
な
り
困
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
誤
解
さ
せ
て
早
々
と
合
格
さ
せ

て
し
ま
う
大
学
も
あ
り
、
信
頼
関
係
が
保
て
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
A
O
入
試
に
関
し
て
は
、
高
校
の
先
生
か
ら
か
な

り
不
信
感
を
も
た

れ
て
い
る
。
大
学

が
早
く
合
格
さ
せ

た
以
上
、
学
力
面

で
不
安
の
あ
る
生

徒
た
ち
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
か

と
い
う
問
題
が
、

当
然
大
学
側
に
問

わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
早
期
化
が

ま
す
ま
す
進
む
こ

と
に
な
れ
ば
、
新

課
程
に
よ
る
学
力

低
下
問
題
と
合
わ

せ
て
、
か
な
り
深

％

　　　　　　　　　〈表　6＞

AO入試の希望者数（2001年度高校アンケート）

％
　
％
　
％
　
脳

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
l

IIグループ　（160）

20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％

　■増加團変化なし團減少
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刻
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

□
　
大
学
に
お
け
る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
の
現
状

　
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
で
の
補
習
授
業
の
実
施
状

況
は
こ
こ
数
年
で
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
大
学

に
よ
っ
て
か
な
り
様
々
で
、
内
容
的
に
は
疑
問
を
感
じ
る
も
の
も
多

い
。
そ
こ
で
、
弊
塾
の
大
学
生
特
派
員
（
高
校
生
の
た
め
の
進
学
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
進
路
相
談
に
の
っ
て
い
る
）
の
う
ち
、
一
年
生
の

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
（
有
効
回
答
件
数
九
百
三
十
六

件
）
。
補
習
授
業
の
必
要
性
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
　
「
必
要
」
と
答
え
た

の
が
四
百
四
十
五
人
（
四
七
・
五
％
）
、
「
不
要
」
と
答
え
た
の
は
百

七
十
七
人
（
一
八
・
九
％
）
で
、
約
半
数
の
学
生
が
大
学
の
講
義
を

受
け
て
み
て
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
補
習
授
業
の
受
講
生
に
満
足
度
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
　
「
満

足
」
と
答
え
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
は
、
　
「
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
し
つ

か
り
や
っ
て
く
れ
、
高
校
時
代
に
物
理
を
未
履
修
の
者
に
と
っ
て
は

分
か
り
や
す
い
」
、
「
こ
こ
ま
で
基
礎
か
？
と
思
え
る
ほ
ど
基
本
的
な

こ
と
が
主
だ
っ
た
が
満
足
し
た
」
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
基
礎
的
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
て
い
る
補
習

授
業
に
は
満
足
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
　
「
不
満
」
と
答
え
た

学
生
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
　
「
大
学
の
先
生
が
や
る
の
で
全
然
分

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
物
理
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
」
、
「
高

校
で
の
二
年
半
分
を
半
年
で
や
る
の
で
、
か
な
り
進
む
の
が
早
く
未

履
修
者
に
は
つ
ら
い
」
、
「
初
心
者
用
と
い
い
つ
つ
難
易
度
が
高
す
ぎ

る
。
基
本
的
知
識
が
な
い
人
間
に
は
全
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声

が
挙
が
っ
て
い
る
。
や
は
り
補
習
教
育
と
い
う
の
は
、
受
講
す
る
学

生
の
学
習
履
歴
や
到
達
度
な
ど
に
つ
い
て
の
認
識
が
な
い
と
、
逆
効

果
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
未
履
修
者
に
対
し
て
は
、

教
え
る
べ
き
内
容
の
吟
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
進
度
や
大
学
・
学

部
教
育
と
の
接
続
の
観
点
も
含
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
配
慮
も
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
。

□
　
高
校
生
が
大
学
に
求
め
て
い
る
も
の

　
今
で
も
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
新
教
育
課
程
で
勉
強
し
て
き

た
生
徒
を
大
学
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
学
習
履
歴
が
も
っ

と
多
様
化
し
、
学
力
低
下
問
題
も
含
め
て
、
大
学
で
の
補
習
授
業
や

専
門
教
育
に
つ
な
げ
る
た
め
の
導
入
教
育
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
今
後
大
学
が
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
大

学
に
入
っ
て
く
る
生
徒
た
ち
の
現
状
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
卒
業

ま
で
に
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
の
か
を
明
確
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に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を

行
う
べ
き
か
を
検
討
し
、
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
優
秀
な
学
生
が

欲
し
い
の
は
ど
の
大
学
も
同
じ
で
あ
り
、
能
力
の
高
い
学
生
を
入
学

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
問
題
な
い
。
し
か
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア

ク
セ
ル
時
代
を
迎
え
、
学
生
に
基
礎
的
な
能
力
と
高
い
付
加
価
値
を

つ
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
こ
そ
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

さ
に
大
学
の
教
育
力
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
弊
塾
の
生
徒
に
毎
年
三
月
末
に
実
施
し
て
い
る
受
験
生

時
代
を
振
り
返
っ
て
の
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
志
望
大
学
・
受

験
大
学
・
入
学
大
学
の
決
定
で
重
視
し
た
項
目
に
つ
い
て
も
質
問
し

て
い
る
。
志
望
大
学
決
定
で
重
視
し
た
項
目
は
、
九
六
年
度
は
「
入

試
難
易
度
」
と
答
え
た
生
徒
が
四
四
・
○
％
と
一
番
多
か
っ
た
が
、

二
〇
〇
二
年
度
は
三
六
・
九
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（
表
7
参

照
）
。
逆
に
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
項
目
は
、
取
得
資
格
・
免
許
、
学

費
、
就
職
実
績
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
研
究
内
容
な
ど
で
あ
る
。
大
学

が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
く
れ
る
の
か
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
く

れ
る
の
か
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
高

く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
に
実
施
し
た
高
校
の
先
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
な
か
で
、
偏
差
値
を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
大
学
の
中
で
評
価
す

る
大
学
は
ど
こ
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
金

7＞〈表
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沢
工
業
大
学
で
、
八
百
九
十
五
校
の
う
ち
六
十
二
校
が
挙
げ
て
い
る
。

評
価
し
て
い
る
主
な
理
由
を
見
て
い
く
と
、
　
「
学
生
が
伸
び
る
よ
う

な
指
導
を
し
、
面
倒
見
が
よ
い
（
二
三
）
」
、
「
研
究
施
設
等
設
備
の

充
実
（
一
三
）
」
、
「
就
職
実
績
や
そ
の
指
導
が
よ
い
（
七
）
」
、
「
進
学

し
た
卒
業
生
の
評
判
が
良
い
（
四
）
」
な
ど
で
、
や
は
り
大
学
の
教
育

力
や
指
導
力
を
評
価
し
て
い
る
。

□
　
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
課
題

　
以
上
、
新
学
習
指
導
要
領
の
概
要
を
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
教
育

課
程
を
受
け
て
き
た
生
徒
た
ち
が
大
学
に
入
学
す
る
二
〇
〇
六
年
問

題
を
述
べ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
は
大
学
に
と
っ
て
、
十
八

歳
人
口
の
減
少
と
い
う
側
面
と
合
わ
せ
て
よ
り
深
刻
化
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
ま
ず
一
番
目
に
は
第
一
志
望
生
徒
の
確
保
で
、
そ
の
大
学
に

行
き
た
い
と
い
う
生
徒
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き
る
か
が
と
て
も
大
事

に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
進
学
率
が
ほ
ぼ
五
〇
％
に

達
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
し
て
い
く
な
か
、
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
及
び
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ど
の
よ
う
な
学
生
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材
育
成
を
目
指

し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
基
礎

的
な
能
力
と
高
い
付
加
価
値
を
つ
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
生
の
志
向
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
一
致

し
、
成
果
が
出
れ
ば
、
当
然
在
学
生
の
満
足
度
は
ア
ッ
プ
し
、
大
学

の
教
育
力
が
評
価
さ
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
大
学
に
行
き
た
い

と
い
う
生
徒
は
増
え
、
活
気
が
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
番
目
と
し
て
、
産
業
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
大
学
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
。
企
業
に
就
職
さ
せ
る
た
め
に
大
学
教
育
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
と
、
大
学
関
係
者
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
現
実
は
学
生
に
と

っ
て
就
職
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
も
「
う

ち
の
学
生
は
こ
の
レ
ベ
ル
は
確
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
る
」
と
保
証
で

き
る
教
育
水
準
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
企
業
は
様
々
な
人
材
を
求

め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
学
は
ど
の
層
の
人
材
を
育
て
る
の
か
、
き

ち
ん
と
的
を
絞
っ
て
、
そ
の
上
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
す
べ
き

で
あ
る
。
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
大
学
自
ら
掲
げ
る
水
準
の
学
生

を
確
実
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
そ
う
し
た
保
証
こ
そ
が
、
大
学
の
信

頼
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
三
番
目
は
、
高
校
と
大
学
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
青
田
買
い
的
な
A
O
入
試
か
ら
、
高
校
に
評
価
さ
れ
る
A
O
入

試
へ
展
開
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
の
た
め
に
は
大
学
の
求
め
る
生

徒
像
す
な
わ
ち
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ

一52一



き
で
あ
る
。
結
局
は
、
入
試
に
お
い
て
も
一
番
目
と
二
番
目
と
大
き

く
関
わ
っ
て
い
く
と
い
え
る
。
ま
た
、
今
後
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
で
、
高
校
丁
二
年
生
へ
の
接
触
を
深
め
、
大
学
の
教
育
方
針

を
伝
え
な
が
ら
、
大
学
進
学
及
び
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
さ
せ
る
役
割
が
大
学
に
も
求
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
だ
ろ

・
つ
。
　
四
番
目
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
を
す
る
た
め
に
は
、
教
員
及
び
教

務
・
就
職
・
入
試
・
広
報
部
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
る
と
、

教
職
員
が
バ
ラ
バ
ラ
な
動
き
を
し
た
り
、
各
部
門
が
縦
割
り
で
動
い

て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
化
し
な
が
ら
、
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
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